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研究概要 ⾼齢者では加齢に伴う筋量の減少に加えて、疾病などで活動性が低下すると筋萎縮が急速に進⾏するとされている。⾼齢者の⾻格筋の反応が若年者と異なるのであれば、
不活動期間中の運動療法も⾼齢者により適した⽅法を検討する必要がある。本研究では不活動状態下で施⾏した荷重練習の効果について、加齢による反応の違いを⾻格筋
線維の核動態および組織化学的分析から検索した。 
⽅法は後肢懸垂モデルによる廃⽤性筋萎縮後のラットで荷重を施⾏した。3ケ⽉齢、7ケ⽉齢、14ケ⽉のラットで、それぞれ、a)懸垂群(懸垂飼育)、b)荷重群(懸垂飼育
し、1週間後より1⽇1時間後肢を下ろして荷重)、c)対照群(通常飼育)の3つの実験群を設け、3週間の実験終了後に下肢筋を採取し、凍結切⽚を作成した。 
核動態に関して、筋線維の衛星細胞の増殖活動は3ケ⽉齢では対照群に⽐べて懸垂群、荷重群では減少しており7ケ⽉齢、14ケ⽉齢では減少した。アポトーシス核の検索で
は、加齢に伴い増加していたが荷重群と懸垂群との違いは明らかではなかった。 
筋線維横断⾯積(MCSA)の⽐較では、すべての⽉齢で対照群に⽐べて懸垂群、荷重群のMCSAは減少していた。荷重練習は8ケ⽉齢では⽐較的有効であり、3ケ⽉齢では懸
垂群との間に違いは⽣じなかった。⼀⽅、14ケ⽉齢のTypeI線維において、荷重群のMCSAは懸垂群よりも若⼲低値であり、⾃重による荷重であってもその反応は⽉齢に
より異なっていた。
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